
秋の火災予防運動

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

平
素
よ
り
瑞
穂
町
消
防
団
の
活
動
に
対
し
、
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
年
度
は
7
月
30
日
に
行
わ
れ
た
瑞
穂
町
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
審
査
会
を
は

じ
め
と
し
て
、
9
月
23
日
に
行
わ
れ
た
西
多
摩
地
区
消
防
大
会
（
第
３
分
団
出
場
）、

10
月
21
日
に
行
わ
れ
る
東
京
都
消
防
操
法
大
会
（
第
２
分
団
出
場
）
と
、
三
つ
の

操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
る
年
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
大
会
に
伴
い
行
わ
れ
る
訓
練
は
投
光
器
を
使
っ
た
夜
間
訓
練
が
主
で

あ
り
、
ま
た
規
律
・
号
令
に
よ
る
大
き
な
発
声
な
ど
も
行
う
た
め
、
住
民
の
皆
様

に
は
、
日
々
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
訓
練
を
活
か
し
、 

地
域
防
災
力
の
更
な
る
向
上
に 

繋
げ
る
こ
と
を
お
約
束
す
る
と 

共
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、 

改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 

(

担
当 

本
部) 

                             

平成２９年１０月 
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ポ
ン
プ
操
法
審
査
会
訓
練
に
伴
っ
て 

回覧 

投光器を使用した夜間訓練 



4
月
9
日(

日)

に
福
生
消
防
署
の
指
導
に
よ
り
、
教
育
訓
練
と
規
律
訓
練
を 

行
い
ま
し
た
。
教
育
訓
練
で
は
副
団
長
の
指
導
の
も
と
、
消
防
団
の
制
度
や
身
分
、

待
遇
、
消
防
団
員
と
し
て
の
心
構
え
等
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

規
律
訓
練
で
は
新
入
団
員
と
中
堅
団
員
、
役
員
以
上
に
分
か
れ
、
消
防
団
員

と
し
て
必
要
な
動
作
を
訓
練
し
ま
し
た
。
新
入
団
員
は
「
気
を
つ
け
」、「
休
め
」、

「
敬
礼
」
等
、
基
礎
か
ら
学
び
終
盤
で
は
「
右
向
け
右
」
、
「
回
れ
右
」
等
を
訓

練
し
ま
し
た
。
中
堅
団
員
、
役
員
以
上
を
対
象
に
し
た
訓
練
で
は
、
幹
部
に 

 

な
っ
て
か
ら
必
要
な
動
作
で
あ
る
集
合
要
領
を
訓
練
し
ま
し
た
。 

最
後
に
物
品
授
受
の
動
作
を
学
び
教
育
・
規
律
訓
練
は
終
了
し
ま
し
た
。 

 

新
入
団
員
に
と
っ
て
は
、
入
団
後
初
め
て
の
訓
練
で
あ
り
、
最
初
は
戸
惑
っ
た

表
情
も
訓
練
終
盤
に
は
力
強
い
表
情
に
変
わ
り
、
素
晴
ら
し
い
成
長
を
し
た
と

思
い
ま
す
。
今
後
の
更
な
る
成
長
が
楽
し
み
な
一
日
で
し
た
。 

 

5
月
28
日(

日)

に
普
通
救
命
講
習
を
行
い
ま
し
た
。
人
形
を
使
用
し
心
肺 

蘇
生
法
や
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を
学
び
ま
し
た
。
今
回
受
講
し
た
こ
と
で
、

落
ち
着
い
て
救
命
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
後
日
、

頂
い
た
受
講
修
了
証
を
見
て
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま
し
た
。 

 

4
月
の
訓
練
、
5
月
の
普
通
救
命
講
習
で
教
わ
っ
た
こ
と
は
消
防
団
員
と
し

て
最
低
限
必
要
な
知
識
、
所
作
、
技
術
で
あ
り
今
後
も
更
に
知
識
、
技
術
を
高
め 

 

瑞
穂
町
の
安
全
、
安
心
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

担
当 

３
分
団) 

                             

                             

教
育
・
規
律
訓
練
、
普
通
救
命
講
習 

平
成
29
年
4
月
2
日(

日)

町
民
会
館
に
て
、 

瑞
穂
町
消
防
団
入
退
団
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。 

式
典
に
は
本
部
団
員
、
各
分
団
員
総
勢
1

2

0

余
名
の
消
防
団
員
、
ま
た
前
団
長
を
含
む
5
名
の

退
団
者
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

瑞
穂
町
消
防
団
入
退
団
式 

石
塚
幸
右
衛
門
町
長(

当
時)

に
よ
り
、
関
根
輝
明
副
団
長
が

新
た
に
瑞
穂
町
消
防
団
団
長
の

任
命
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、

関
根
団
長
よ
り
各
分
団
長
の
任
命

が
あ
り
、
新
体
制
の
ス
タ
ー
ト

が
切
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

閉
式
後
に
は
、
長
年

消
防
団
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
古
川
前
団
長

を
始
め
、
こ
の
度
退
団

さ
れ
る
各
前
分
団
長

を
団
員
た
ち
が
暖
か

い
拍
手
で
見
送
り
終

了
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 (

担
当 

５
分
団) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

敬   礼 

右 向 け 右 

心 肺 蘇 生 



7
月
30
日(

日)

瑞
穂
ビ
ュ

ー
パ
ー
ク
競
技
場
に
て
、
第 

27

回
瑞
穂
町
消
防
団
ポ
ン
プ 

操
法
審
査
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

こ
の
操
法
審
査
会
は
、
消
防
団

員
が
、
消
防
用
機
械
器
具
の
取
扱

い
及
び
操
作
の
基
本
を
身
に
付

け
、
火
災
防
御
の
万
全
を
期
す
る

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。 

 

各
分
団
か
ら
2
隊
（
合
計
10
隊
）

が
編
成
さ
れ
、
操
作
の
正
確
さ
や

ス
ピ
ー
ド
を
競
い
ま
す
。 

  

各
隊
、
約

3
か
月
間

の
長
期
に

亘
っ
て
訓

練
を
重
ね

て
き
ま
し

た
。 

 

 

大
会
当
日 

は
、
朝
か
ら 

雨
が
降
る
悪
天
候
で
の
開
催
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

足
元
が
ぬ
か
る
む
中
、
各
選
手
か
な
り

苦
労
し
な
が
ら
、
懸
命
に
ホ
ー
ス
を 

延
ば
し
た
り
注
水
等
の
動
作
を
行
い

ま
し
た
。 

大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

・
優
勝 

 

第
２
分
団 

・
準
優
勝 

第
３
分
団 

優
勝
し
た
第
２
分
団
は
東
京
都
大
会

（
10
月
）、
ま
た
準
優
勝
の
第
３
分
団

は
西
多
摩
大
会(

9
月)

へ
出
場
し
ま

す
。 

 

も
う
し
ば
ら
く
夜
間
の
訓
練
が
続

き
ま
す
が
、
ご
理
解
の
程
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
  

 (

担
当 

２
分
団) 

 

                             

                             

み
ず
ほ
園
合
同
防
災
訓
練 

第
27
回
瑞
穂
町
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
審
査
会 

6
月
15
日(

木)

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
み
ず
ほ
園
に
て
、
地
震
後
の
火
災 

発
生
を
想
定
し
福
生
消
防
署
、
み
ず
ほ
園
ス
タ
ッ
フ
、
栗
原
町
内
会
、
瑞
穂
町 

 

消
防
団
第
２
分
団
、
第
４
分
団
合
同
で
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

午
後
6
時
の
地
震
発
生
に
始
ま
り
、
栗
原
町
内
会
、
み
ず
ほ
園
職
員
の
迅
速
な 

救
出
活
動
、
消
防
団
の
担
架
に
よ
る
負
傷
者
の
搬
出
、
福
生
消
防
署
、
み
ず
ほ
園 
 

ス
タ
ッ
フ
、
瑞
穂
町
消
防
団
各
分
団
に
よ
る
一
斉
放
水
を
行
い
ま
し
た
。 

老
人
ホ
ー
ム
で
は
要
介
護
者
が
多
数
入
居
し
て
お
り
、
火
災
発
生
時
に
は
消
火 

活
動
と
共
に
救
助
活
動
が
非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。 

常
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
で
き
た
実
り
の
あ
る
訓
練
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
実
践
的
な
訓
練
を
し
て
行
く
こ
と
が

自
信
に
つ
な
が
り
、
い
ざ
と
い
う
時
に
慌
て
る
事
無
く
的
確
な
行
動
を
と
れ
る
よ

う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

消
防
団
で
は
各
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
、
地
域
住
民
の
安
心
安
全
を
守
る
た

め
に
尽
力
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

担
当 
４
分
団) 

放  水  開  始 ！！ 



                             

                     

自
分
の
町
、
大
切
な
人
を 

守
り
た
い
。 

地
域
の
防
災
の
為
に
あ
な 

た
の
「
チ
カ
ラ
」
を
発
揮 

し
て
み
ま
せ
ん
か
！ 

 

条 

件 

・
在
住
ま
た
は
在
勤
者 

・
18
歳
以
上 

・
健
康
な
方 

  

連 

絡 

先 瑞
穂
町
消
防
団
事
務
局 

（
瑞
穂
町
住
民
部
地
域
課
内
） 

☎ 

０
４
２
（
５
５
７
）
７
６
１
０ 

9
月
3
日(

日)

に
瑞
穂
町
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
各
会
場
に
て
、

地
域
住
民
の
皆
様
や
自
主
防
災
組
織
が
被
災
時
を
想
定
し
て
の
防
災
活
動
を
行
い
、
防
災
に

対
す
る
行
動
力
の
強
化
、
防
災
意
識
を
高
め
る
事
を
目
的
と
し
て
、
町
民
主
体
の
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
天
候
に
も
見
舞
わ
れ
、
昨
年
よ
り
も
参
加
者
は
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
消
防
団
は
、
訓
練
活
動
の
手
伝
い
を
行
い
ま
し
た
。 

第
１
分
団
が
担
当
す
る
会
場
は
、
二
小
と
武
道
館
に
分
か
れ
ま
し
た
が
、
二
小
の
会
場

で
は
、
自
衛
隊
の
炊
き
出
し
訓
練
の
ほ
か
、
消
防
署
員
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
応
急
救
護

訓
練
の
実
演
と
体
験
、
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
を
使
用
し
た
応
急
給
水
訓
練
、
避
難
所
の
開
設

を
行
い
ま
し
た
。 

自
衛
隊
の
炊
き
出
し
で
は
、
ア
ル
フ
ァ
ー
米
を
使
用
し
た
、カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
味
わ
い
、

あ
ま
り
目
に
掛
か
る
事
の
な
い
機
材
や
車
両
に
目
が
い
き
ま
し
た
。 

会
場
で
は
、
わ
が
分
団
の
出
番
が
少
な
か
っ
た
で
す
が
、
町
内
会
か
ら
の
依
頼
が
あ
り
、

防
災
訓
練
の
合
間
に
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
披
露
や
、
消
防
団
の
活
動
を
理
解
し
て
頂
く
為

に
も
、
現
状
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
会
場
の
ス
ペ
ー
ス
に
制
限
が
あ
っ
た
為
、
変
則
的
な

操
法
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
番
さ
な
が
ら
の
醍
醐
味
を
皆
様
に
見
て
頂
け
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
は
、
希
望
す
る
子
供
達
に
は
放
水
の
体
験
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
体
験
さ
れ
た
人

の
中
に
は
、
水
の
放
出
の
勢
い
に
び
っ
く
り
さ
れ
る
人
も
い
ま
し
た
。 

今
後
も
、消
防
団
の
活
動
へ
の
理
解
を
し
て
頂
く
為
に
も
、Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
な
が
ら
、

地
域
住
民
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
消
防
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

（
担
当 

１
分
団
） 

 

瑞 

穂 

町 

総 

合 

防 

災 

訓 

練 

災
害
情
報
メ
ー
ル
配
信 

町
で
は
町
民
へ
災
害
や
火
災

が
発
生
し
た
時
に
メ
ー
ル
の 

配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
左
の

Q

R

コ
ー
ド
を
読
み
取
る
か

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
ご
登
録
を

し
て
下
さ
い
。 

   

メールアドレス 

mizuho.saigai 

@mpme.jp 

広
報
誌
編
集
委
員 

本 

部 

髙
橋
一
幸
副
団
長
・
川
口
勉 

副
団
長 

１
分
団 

竜
田
昌
哉 

部
長
・
丹
生
範
仁 

部
長 

２
分
団 

山
内
稔
啓 

部
長
・
髙
橋
洋
一 

部
長 

３
分
団 

浦
野 

純 

部
長
・
村
上
竜
一 

部
長 

４
分
団 

鳥
海
利
規 

部
長
・
髙
橋
直
樹 

部
長 

５
分
団 

森
田
嘉
文 

部
長
・
岩
永
泰
樹 

部
長 

連
絡
先 

瑞
穂
町
消
防
団
事
務
局 

 
 
 
 
 

☎
０
４
２
（
５
５
７
）
７
６
１
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操 法 の 披 露 

放 水 体 験 


